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2014年12月1日
＜新しい経済チームの概要と目標＞

ルセフ大統領は11月27日（現地）に2015年1月に発足する第二次ルセフ政権の経済閣僚人事を発表しました。

財務大臣には元財務省国庫局長で現民間資産運用会社のトップを務めるジョアキン・レビ氏、企画・予算管理

大臣には中央銀行や民間金融機関で数多くの経験を積み重ねてきた現サンパウロ大学経済学部教授のネル

ソン・バルボサ氏の両名が指名されました。また同時にルセフ大統領は中央銀行総裁に現総裁のトンビニ氏の

留任も発表しました。

市場が注目していた理由は、財務大臣、企画・予算管理大臣そして中央銀行総裁が経済・金融・通貨政策の

基本方針を決定する「国家通貨審議会（CMN）」の構成メンバーであるためです。

この国家通貨審議会は、国家金融システム法に基づき1964年に設立された国家的組織で、財務大臣、企画・

予算管理大臣及び中央銀行総裁から構成され、金融・信用政策の策定、通貨の安定、社会経済の発展、金融

機関の監督に対して責任を有しています。ブラジルの金融システムの最高位として位置づけられる重要な組織

であることから、市場は第二次ルセフ政権の基本的な経済運営方針を推し量る上で、同審議会のメンバーの人

選に強い関心を向けていました。

財務大臣に指名された後、レビ氏は規律ある透明性の高い財政運営を目標とすると述べ、具体的には2015

年の基礎的財政収支目標を対名目GDP（国内総生産）比1.2％に設定したほか、2016年と2017年には同2.0％

以上としました。企画・予算管理大臣に指名されたバルボサ氏は設定された基礎的財政収支目標の下、経済

成長加速化計画などを通じて、効率的な財政政策に取り組むとしています。さらにトンビニ中央銀行総裁は

2016年までにインフレ率を中銀目標の中央値の4.5％に収れんさせると述べました。

ルセフ大統領が経済チームを発表

＜今後の見通し＞

効率的な財政政策と安定したインフレ率の実現によりブラジル経済の安定化を目指しながら、財政の健全化

を通じてブラジル経済の信任を取り戻す取り組みが間もなく始まります。今後は、具体的な政策内容、実行能力、

進捗状況などが注目されることになると思われます。

以 上


